
個人質疑のお知らせ
次の日程で質疑予定です。主な項目をお知らせします。ぜひ
傍聴、視聴ください。ご意見ご要望をお寄せください。
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１２月議会

　６日 (月 )本会議　個人質疑 ( 園山議員 )

　７日 (火 )本会議　個人質疑 

　　　　　　　　　　(たてやま議員･大園議員 )

　８日 (水 )本会議　個人質疑、委員会付託　                

　９日 (木 )常任委員会開会

１０日 (金 )請願・陳情締切

１５日 (水 )議会運営委員会

１７日 (金 )本会議　委員長報告、議決

※開始時刻、質問項目は変わることがあります。
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１ 新型コロナウイルス感染症対策について

　〇第６波を起こさないための感染対策

　〇市民の暮らしを守る支援事業の到達点と今後の対応

２ インボイス制度 ( 適格請求書等保存方式 ) について

　〇インボイス制度が与える影響―鹿児島市シルバー人材

センターへの影響　他

　〇インボイス制度の凍結 ・ 延期 ・ 中止を求める見解

　〇インボイス制度の中止を国に求めるべき　他

３ 国保行政について

　〇県から示された令和４年度の仮算定の影響

　〇「財政運営の責任主体」 としての県の役割

　〇市国保運営協議会に対する国保税率の諮問―市民団

体の要請内容と署名数。 コロナ禍の下で税率の「引下げ」

の諮問をすべき　他

４ 介護保険行政について

　〇令和３年８月からの利用者の負担増―高額介護サービ

ス費用改定。 低所得の人の利用者負担段階の改定

　〇障害者控除対象認定書による利用者の負担軽減　他

５ 県社会福祉課発出の｢社福第 1-35 号｣について

　〇同文書の内容と発出された経緯

　〇本市での該当事例

　〇該当者への保護費返還を含む今後の対応と専門職の

配置を含む再発防止策　他

６ 低周波音問題について

　〇低周波音に関する相談状況　〇環境省の取組み―｢問

題対応の手引き｣｢事例集｣の活用

　〇本市の役割―発生源側と受音者との仲介及び解決に至

るまでのサポートを。 低周波音の測定の支援を　他

７ 国道２２６号喜入瀬々串地区 ( 南側 ) 歩道整備について

　〇国道２２６号整備促進期成会の国への要望活動

　〇令和４年度予算編成にむけた国の概算要求に反映され

たのか　〇第六次総合計画･前期基本計画｢地域別計画｣

への影響　〇国道２２６号整備促進期成会副会長としての

市長見解

１ 市長の政治姿勢について

　〇総選挙の結果についての見解

　〇岸田政権とどのように向き合っていくのか基本姿勢

２ 県施行事業の負担金の取扱いについて

　〇国直轄 ・ 県施行事業負担金のこの間の経過―国直轄

事業負担金制度廃止の経過と結果。 都道府県が行う建

設事業等に係る都市負担金

　〇令和３年度の県との負担金協議について （建設局 ・ 産

業局）　他

　〇第六次市総合計画で｢自主的 ・ 自立的な行財政運営の

推進｣を掲げる市長の負担金の取扱いについての見解 他

３ 災害に強いまちづくりについて

　〇県指定の土砂災害警戒区域の自治体への通知等を

怠っていた件について―本市に通知等がなかった指定区

域の数と区域内の居住戸数 （特別警戒区域との内訳）。

本市への影響と今後の県の対応　

　〇熱海市土石流災害を踏まえての盛土造成地等の課題と

対応―大規模盛土造成地等の点検結果。 土捨て場の数

と地域ごとの内訳、 そのうち不具合等が確認された数と

内容。 静岡県の規制強化の取組　他

４ 視覚障がい者の方への防災ラジオの普及について

　〇｢災害時の視覚障害者支援者マニュアル｣等でのラジオ

( 音声情報 ) の重要性の認識

　〇市防災ラジオについて

　〇日常生活用具給付事業―視覚障がいを対象とした用

具。 防災ラジオの給付を検討すべき　他

５ 吉野地域のまちづくりについて

　〇県養護学校跡地の未整備地の県の動向

　〇現在の県知事と市長でこの件を協議したことはあるか、

今後協議すべき

１ 市長の政治姿勢について

　〇塩田知事は、 川内原発の｢特別点検｣に際し、 入念な

実施や積極的な情報提供等を九電に要請。 ２０年延長

問題では専門委員会に原子力政策に批判的な専門家の

追加を表明　他

２ ＤＶ被害者への寄り添った対応について

　〇ＤＶ被害者の定義　〇同居家族から暴力を受けた場合

の対応や支援　〇母子生活支援施設―いかなる暴力か

らも母子を保護し、 入所できるよう関係部局と連携を　他

３ 公共交通を守る取り組みについて

　〇第６次市総合計画の公共交通不便地等における交通

手段の確保に 「地域主体による取組等への支援」 と位

置づけたことについて

　〇公共交通不便地等を生まないよう不採算路線に対して

の補助は考えていないか、 見解を　

　〇市交通事業経営計画の３年度見直し ( 素案 ) について

４ パートナーシップ宣誓制度について

　〇制度の開始日　〇市民への啓発　〇民間事業者への啓

発の取り組みと民間サービスの具体例

　〇本市の行政サービスの具体的取組　〇他都市との相互

利用―指宿市の状況、 引越後の引継ぎ　他

５ 児童クラブの運営について

　〇運営形態と雇用形態、 開所時間。 運営委員会 ・ 支援

員の負担、 人員不足などの課題認識

　〇コロナ禍の時差登校時の対応―現状 ・ 課題　　

　〇他都市の取組―市直轄に移行した岡山市など　

　〇公的責任で安定した学童保育を進めることへの見解　
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